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２．従来設備の問題点 
（１）高い保守技能と多数の予備部材が必要 
　　従来の駅制御装置は、導入年次やメーカが統一
　されておらず、構成基板の種類・数が多く複雑で
　あった（７種類21枚の基板を使用）。その結果、
　装置保守には高い技術力が要求され、非常に多く
　の保守部材の確保が必要となり、維持管理上の問
　題となっていた。 
（２）駅制御装置に適したハードウェアがない 
　　メーカの専用基板を用いた制御装置は、マーケ
　ットが小さいこともあり、高価なものとなる。一
　方、制御装置にパソコンを用いた場合は、初期費
　用は安価であるものの、モデルサイクルがハード・
　ソフトともに早いため、長期サポートを求める鉄
　道事業者のニーズに応えられない。このように、
　駅制御装置のロジックは比較的シンプルなもので
　あるが、それに適したハードウェアがなかった。 
（３）表示器のＩ／Ｆが標準化されていない 
　　駅制御装置と表示器は、各メーカの独自手順で
　通信している。その結果、老朽劣化により視認性
　が悪化している表示器だけを更新したい場合でも、
　同一メーカの表示器となったり、表示器と駅制御
　装置をセットで更新せざるを得ない場合がある。 
 
３．開発の概要 
　入力となるＴＣ計算機の出力仕様及び表示器の入
力仕様が共に鉄道会社毎の独自仕様となっているこ
ともあり、廉価で長寿命という当社の要求を満足す
る駅制御装置が製品化されていなかった。そこで、
当社グループ会社であるアイテック阪急阪神（株）
と共同で駅制御装置を新規開発することにした。開
発にあたってのポイントは、次の３点である。 
 
 

１．はじめに 
　当社では沿線各駅において、お客様に列車運行情
報や沿線催事情報などを提供しているが、梅田・三
宮等の主要11駅では、さらに詳細な情報を提供し
ている。これを担っているのが旅客案内システムで、
その構成は図１のとおりである。 
　図中の駅制御装置は、ＰＴＣ計算機（列車運行管
理を司るセンタ計算機）からダイヤ情報を受信し、
現場の列車在線状況に従って表示器の制御や放送を
行っている。旅客案内システムの全面更新にあたり、
各駅の案内制御装置の機能要件を洗い出していくと、
既製品では満足いくものがなかった。そこで、駅制
御装置を独自に開発して、同装置の標準化、ハード
ウェアの簡素化及び長期サポートを実現したので、
以下に紹介する。 
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図１　旅客案内システムの構成図 



（２）長期サポートの実現 
　①ハードウェアの選定について 
　　ハードウェアを長期サポートするため、以下の
　２点に留意した。 
　・代替品が豊富でインタフェースが規格化された
　　汎用ＬＳＩを選定して基板に実装した。特にＣ
　　ＰＵには、比較的軽量な駅案内装置用ソフトを
　　実行できる最低限の処理機能を有し、産業界で
　　広く採用されており、上位互換が保たれている
　　国産ＣＰＵを採用した。 
　・ＬＳＩ間の接続には、規格が広く普及している
　　ＰＣＩバスを採用した。 
　駅案内装置の各基板が採用するＬＳＩは図３のと
おりで、８個の主要なＬＳＩを使用した。駅案内装
置の各基板の写真を図４に示す。 
 
 
 
 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　②ＯＳの選定について 
　　次に最も選定で苦慮したＯＳについて説明する。
　長期サポートを実現するＯＳ選定のポイントは、
　ハードウェアの変更に対応したドライバが作成で 

（１）基板構成の見直しによる駅制御装置の簡素化 
　　今回は、駅制御装置の構成要素であるマザーボ
　ード、ＣＰＵ基板を開発した。開発前後の基板構
　成を図２と表１に示す。開発前の駅案内装置は、
　単機能の基板を大型筐体に実装して駅案内装置の
　機能を実現していたため、基板数が多く、構成が
　複雑であった。そこで、機能を集約した基板を開
　発し、21枚の基板を４枚にまとめた（表１）。具
　体的には、基板の持つ機能を「ソフトの実行部」
　と「外部機器との通信部」に分類し、駅案内装置
　の構成基板をＣＰＵ基板、放送用マザーボード及
　び表示用マザーボードの３種類に集約した。また、
　両マザーボードでは、ＦＰＧＡで各種ＬＳＩを制
　御することにより、全ての入出力を１枚の基板で
　実現した。なお、通信の標準となっているＬＡＮ
　のインタフェースについては、ＯＳとＣＰＵでの
　制御に必要なため、ＣＰＵ基板に実装した。 
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図２　開発前後の基板構成 

表１　開発前後の基板構成 

図３　開発した基板のＬＳＩ構成図 

図４　開発した基板の写真 



表３　表示制御装置インタフェース当社標準仕様 

　案内表示はお客様への案内という重要な役割を担
　うもので、障害時に迅速な復旧が可能となった効
　果は大きい。なお、開発した駅制御装置のイニシ
　ャルコストは従来品の約１／３となった。 
（２）長寿命化の実現 
　　新しく開発した基板は全て汎用部品で構成し、
　ＯＳにトロンを採用することで、それら汎用部品
　の変更にも対応可能とした。そのため、長期サポ
　ートを可能とし、アプリケーションの次世代ハー
　ドウェアへの乗せ替えの可能性を高めたことで、
　ライフサイクルコストを低減するものと期待して
　いる。 
（３）表示器更新の自由度向上 
　　表示器は今後も性能向上が予想されるため、そ
　の時点で最良のデバイスを採用することが求めら
　れる。今回の改善により、駅制御装置に縛られる
　ことなく自由に表示器を選定できることは、大き
　なメリットとなる。 
 
５．おわりに 
　今回、旅客案内システム制御基板を開発したこと
で、保守性の向上、長寿命、表示器更新の自由度の
向上と３拍子揃った駅制御装置を導入することがで
きた。 
　今回開発した制御基板は、駅制御装置以外への展
開が可能で、既に当社の信号機器監視システムや気
象観測システムの制御器として導入している。また、
直近では、経営を統合している阪急電鉄からも評価
され、平成20年３月から阪急正雀駅の旅客案内シ
ステムの駅制御装置として稼働している。今後とも
鉄道現場を理解している立場から、進展著しい汎用
技術を駆使して、装置開発に挑戦し続けていく所存
である。 

　きることと考えた。この観点からＣＰＵ基板で採
　用するＯＳは、ソースが一般公開されているトロ
　ンとした。また、トロンは、ＯＳサイズが64 kbyte
　と非常に小さいため起動時間が５秒と短く、ア
　プリケーションソフトも簡素に作成できるため、
　ソフト改修が容易となるメリットがある。Windows 
　や Linux も検討はしたが、本制御機においては
　トロ ンが優位であった。 
 
（３）表示制御装置と表示器間のインタフェース

　　　の標準化 
　　表示器更新の自由度を上げるには、駅制御装置
　と表示器間のインタフェースを標準化することが
　重要である。当社では、これを表３のように一般
　的な仕様で統一した。今後は当社指定のインタフ
　ェース仕様で表示器を製作していくことで、パソ
　コン本体とモニタのようにメーカに依存しない更
　新を可能とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４．効果 
（１）保守性の向上 
　　駅制御装置の機能を３種類の基板に集約したた
　め、装置構成が簡素となり保守性が向上し、保守
　部材の種類を大幅に削減できた。また、案内放送・ 
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